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１．はじめに
　社会科や理科の学習において、現場を見学して学ぶことは重要であることは、古く
から言われてきた。野外見学、学習は field excursion といわれ、日本では伝統的に
巡検と言われてきた。また、初等教育・中等教育では遠足と称されることが多く、高
等教育でも遠足と呼ばれることもあった。私事になるが、女子高等師範（現お茶の水
女子大）の理科を卒業した母の遺品を整理していたら当時のフィールドノートがあり、
「高尾山遠足」、「三浦半島遠足」などと記されていた。巡検という言葉は歴史的には
為政者が地域や住民を調査する「巡検使」からきているが、明治期に excursion の訳
として当てたにすぎない。
2　他大学地理学科における従来の巡検
　大学における巡検は、研究者養成大学においても、教育系大学においても、地理学、
地質学、生物学などで「野外調査法」、「野外実習」といった講義名で行われている。
旧帝大、旧文理大などの研究者養成機関では、巡検は教室で学習した基本的事項を現
場で確認するとともに、フィールドワークの方法を学習する場であると位置づけられ
てきた。これに対し、東京学芸大学などの教員養成大学では、現場での学習のほか、
教育現場における野外実物教育のトレーニングという意味が大きかった。巡検のスタ
イルは分野や大学ごとに独自のスタイルあるが、数日～ 1 週間の宿泊を伴う長期巡検、
一泊程度の宿泊巡検、日帰り巡検がある。長期巡検も移動しながら見学を行う旅行型
の巡検と、一箇所で滞在して行う滞在型の巡検がある。旅行型の巡検はしばしば大巡
検と称されるが、これに対し、日帰りないし一泊の巡検は小巡検と呼ばれる。大巡検
は必修単位であることが多い。小巡検は授業で教わったことを現地で確かめるという
ことが主目的であるが、大巡検はフィールドワークのノウハウや作法についての教育
に重点が置かれる。
　地理学や、地質学、生態学、文化人類学、土木工学の一部などのフィールド系学問
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だと、巡検の他に自分でフィールドにはいり、数日～数週間の調査を進級に必須な単
位として課している場合も多い。この場合、学生のフィールドでの調査法を教える機
会として大巡検が想定されている。つまり、調査のノウハウの教育である。私が学部
時代を過ごした名古屋大学の地理学教室では、大巡検の場所は学生が選び、学生各自
が自分のテーマを設定して教員は適宜指導する（毎日、夕食後、深夜までゼミがあり、
当日の調査報告と翌日の計画を各自 1 時間近く発表した）。大学院を過ごし、その後、
助手として奉職した東京大学の場合は、教員が巡検プランを作り、旅行型の現場見学
を行い、授業で教わったことを現地で確認するということが多かった。学生は巡検終
了後に 1 週間程度、現地にとどまり、自分で設定したテーマに沿ってフィールドワー
クを行うことが要求された。ある年、日本海側を金沢から青森まで行くという巡検が
あったが、巡検終了直後に日本海中部地震が発生し、その調査をテーマとした学生が
複数いた。この学年からは、その後、地震学者が数名でることになった。
　旧帝大のように、研究者養成を目的とする場合、フィールドワークのノウハウや作
法を教育することが巡検の大きな目的の一つであるが、教育系の学科では、多少異な
り、教員に必要な社会科見学のノウハウの教育も目的である。伊藤 (2012) は、小中学
校社会科教育みおけるフィールドワーク・巡検の必要性を述べるとともに、教員がそ
れを指導できる力をつけることが必要で、そのために大学、大学院で巡検・フィール
ドワーク指導法の教育が必要であると述べている。山口(2012)は、「学校現場では巡検・
フィールドワーク学習があまり実施されていない」とし、松岡はその要因として、①
入試対策などでの授業時間の不足、②巡検を行うための時間割調整が困難、③校外に
おける生徒指導上の問題や事故への心配、④引率のための複数教員の確保が困難、⑤
指導者の訓練、経験の不足、⑥学区内に適当な学習対象となる地理的事象が少ない、
⑦巡検の実施方法や技能が不明確でどう実施したらよいかわからない、が挙げられて
いる。これへの対応として松岡は、実施時間を１単位時間程度とするワンポイント巡
検を提唱している。ワンポイント巡検は、もともと地理教育界の権威であった中川浩
一氏が提唱したものである（筆者は中学の時に中川先生に地理を教わったが、ワンポ
イント巡検の記憶はない）。
　学校教育では、暗記型の机上学習ではなく、実物教育を含めたアクティブ・ラーニ
ングへの移行が言われているが、社会科や理科では、フィールド学習がそれにあたる。
しかし、教員側のトレーニングは不十分で対応が難しい。
3　教職課程における地理学の学習意欲の低下と巡検の試み
　筆者は、地理学専攻の学生（東大、お茶大、日本大学など）と、教職課程の学生（創
価大、慶応大）、それ以外の学生（慶応大、外語大）を教えてきた経験がある。地理
学専攻の学生は、地理学を自ら志望してきた場合が多く、地理学に対する学習意欲は
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高いが、教職課程で地理を履修する場合、かならずしも興味を持っているわけではな
い。高校において、地理、地学が選択科目になってからは、履修者が激減しており、
基礎知識が不足していることがある。また、小中学校でも、ゆとり教育世代の教員が
増えており、地理的な知識が不足するために、十分な教育ができていないという問題
がある。2020 年度から、高校において「地理学基礎」が開設され、高校における地
理学習の必修化が再開されるが、現在の中高教員の多くは地理学を高校、大学で履修
していない場合が多く、今後の中等教育において、教員の再教育が課題となる。2020
年度以降のカリキュラムでは、単に地理的知識を学ぶのでなく、事象間の関連を有機
的に理解し、また歴史との関係も重視される。教育方法としては、統計データ、地図
などの地理情報の活用と、フィールド学習などの実物教育が取り入れられることにな
る。
　高校における地理学の選択化以来、年々、学生の地理的知識は低下し（実は地理だ
けでなく、日本史・世界史も同様である）、授業についていけない、あるいは学習の
モチベーションが低い学生が増えてきた。このため、教職課程では学生に地理学に対
する興味を持たせることが必要となってきた。地理学は小中学校の社会科で学習して
いるはずであるが、大学進学時には、小中学校で得たはずの知識は失われていること
が多い。
　創価大学においても、小中学校で学習する社会科、理科の知識が不足する（忘れた
場合とそもそも習っていない場合がある）ケースがめだってきた。また、小中学校で、
社会科見学などに行ったことがない学生もおり、学生に地理的な興味を持たせ、また
校外学習の訓練を行う必要性を感じるようになった。
　2009 年に、高尾山の半日巡検、大学近隣の滝山城址へのワンポイント巡検、学内
のワンポイント巡検を始めた。当初は 2 年生対象の「地理学概説」で実施したが、そ
の後、主に 3 年生の教職授業の受講者と教職大学院の院生にも範囲を拡大した。この
結果、授業時間が異なる学生がでてきたので、土曜日、ないし日曜日の半日、あるい
は 1 日の日帰り巡検にすることにした。
　同時に通常の授業時間内ではなく、時間外となったので、自由参加とし、参加学生
には巡検に参加した場合、出席点とリポート提出者へのボーナス点を付与することに
した。期末になると、出席日数の不足や試験の成績不振に関して救済を要求する学生
が出てくるが、巡検に参加しておくことで前もって自己救済できるというメリットが
ある。半日巡検では、１コマ分、1 日巡検では 2 コマ分の出席点が与えられ、リポー
ト提出で、現在は試験 5 点分に相当するボーナスを与えている。1 日巡検に 3 回参加
すれば、出席 6 日分に相当し、リポートをだせば、試験 15 点分のボーナスが与えら
れる。試験 10 点で成績評価が 1 段階上がるので、落第点 E がぎりぎり及第の D、な
いし C になるという底辺学生救済になると同時に、成績上位の学生では、A が S に
なるなどより評価が高くなり、GPA もあがるというメリットがある。
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4　巡検における学習目標
　巡検には、特定のテーマに従って専門的に見学・観察を行うもの（例えば、「大磯
丘陵のテフラ層序の観察」、「郡内地方における機業」）と、ある地域において、自然、
人文両方にまたがり、総合的に見学する方法がある。自然科学（地学、植物など）や
考古学では前者のパターンが多く、地理学では前者型もあるが後者のパターンが多い。
　地理学には、地域をメインに研究・学習する地誌学と、ある特定の現象を研究・学
習する系統地理学がある。後者は、自然現象を扱う自然地理（気候、地形、土壌、水
文などが含まれる）と、人文現象を扱う人文地理（歴史地理学、都市地理学、経済地
理学、文化地理学、政治地理学など）がある。
　地理学を学んでこなかった学生にとって、自然地理学のハードルはかなり高い。自
然地理学の大部分は高校では理科の地学で教わるが、選択科目である地学の履修率は
きわめて低く、一般的に大学生の知識レベルはかなり低いといえる。また、社会科・
地歴科の教員免許を取得希望の学生の大部分はいわゆる文系学生であり、理系科目に
は抵抗感を持っていることが多い。
　地理学の授業では、最初のほうの単元で地球の形、歴史が出てくるが、ここで脱落
してしまう学生も少なくない。また、郷土の地誌は、身近で理解しやすいものではあ
るが、これも最初に自然環境から始まることが多いためにここで抵抗感を感じさせや
すい。創価大学がある東京多摩地域だと、多摩川を基準にして、青梅以西の関東山地、
青梅を扇頂とする扇状地と河岸段丘上に広がる武蔵野台地、東側の東京低地という地
形の三区分を最初に説明する。しかし、扇状地や河岸段丘と言われても、それがわか
らないことが多い。
　大学の南側の犬目町・元八王子町は多摩川水系の浅川支流の川口川の扇状地で、扇
状地特有の伏流河川（水無川）や扇端の湧水もみることができる。また、大学の北側
の滝山城址に登ってみると、多摩川と秋川の河岸段丘を見ることができる。大学から
バスと電車を使えば、１時間ほどで行ける羽村までいけば、多摩川の扇状地や河岸段
丘を体感することが可能である。このように教科書に類型的に出てくる地形の多くは、
数時間使えばより具体的に体験して「身近なもの」として理解することが可能である。
　中学校、高校の教科書には、主な地形として、構造地形（断層、褶曲）、火山地形（カ
ルデラ、溶岩台地）、河岸段丘、扇状地、氾濫原（自然堤防、後背湿地）、三角州、海
岸地形（海食台、海食崖、海食洞、砂丘）などが載っている。特に日本の人口の大部
分は標高 100m 以下の平野に居住しているため、小学校の社会科でも平野の地形を学
ぶことになっている。しかし、多くの教職課程の履修者にとって、地形は親しみがな
い事象であるようだ。地形学を履修する前の学生に、自分の出身地はどのような地形
にあるのかを質問しても、答えられる学生は僅かである。
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　2011 年の東日本大震災では、海岸沿いに津波被害や液状化現象による建物被害が
あり、地形と居住安全性の問題がクローズアップされた。中学校では 2017 年から導
入される社会科指導要領、高校では 2020 年から導入される地歴科新指導要領でも、
地形と防災が取り上げられてり、生活している地域の地形の特徴を学ばせ、防災に役
立てていくことが期待されている。津波や水害では数～数十メートルの標高差が生命
に関わることは過去の災害で示されており、液状化現象なども地形の成因から予測可
能である。地形を理解するのには、実際に地形を体感することが最も効果的である。
教室で、河岸段丘や自然堤防についていくら説明して、ビデオを見せても実際に現場
でその高さを歩いて登って実感し、また、それを測ることで納得できる。
　防災に関係する主要な地形に関しては、その殆どを大学から 2 時間程度の範囲で観
察が可能である。表１に高校教科書に出てくる主な地形をあげ、大学近辺で観察が可
能な場所を整理した。
表１　教科書に出てくる主な地形と八王子・創価大学近辺での観察可能地域
地形の種類 教科書にでてくる類
型地
大学付近にある場
所
大学から
の所要時
間（片道）
備考・注意点
褶曲山地 ヒマラヤ、アルプス、
アパラチア、頚城山
地
NA 日本には少ない
断層 ヒマラヤ、六甲山地、
日本の北アルプス
①立川断層 *
②江の島
1 時間半
2 時間
* 断層は地下で直接見えない
断層を直接観察できる
火山 箱根、阿蘇山、昭和
新山
箱根 3 時間 大学の宿泊施設がある
河岸段丘
（ 洪 積 段 丘、
洪積台地）
利根川の沼田、信濃
川の十日町、相模川
田奈付近
①多摩川羽村
②国分寺崖線
③国分寺崖線
④日野台地
⑤相模川
1 時間
1 時間半
2 時間
1 時間
1 時間半
羽村駅～羽村堰
野川
等々力渓谷
多摩川と浅川による河岸段丘
相模湖付近、千木良
扇状地 滋賀県の百瀬川、山
梨県の勝沼及び地蔵
堂、長野県の上田
①八王子・川口川
②羽村付近
③八王子・初沢
30 分
1 時間
水無川、扇端の湧水
まいまいず井戸
氾濫原
（自然堤防と
後背湿地）
石狩川、信濃川、小
貝川、古利根川、木
曽川
①川越付近
②多摩川下流
2 時間
2 時間
新河岸川
多摩川旧流路、川崎市内
沖積低地、三
角州
江東デルタ、木曽川
デルタ、大阪、新潟、
広島
①江東デルタ 2 時間 隅田川の浅草以南
海岸地形
（海食崖）
犬吠埼の屏風ヶ浦 ①江の島
②横浜南部
2 時間
2 時間
江の島の周囲
京急線屏風ヶ浦、六浦
海岸地形
（海食洞）
江の島 2 時間 多数有り、海食洞内に入れる
海岸段丘 犬吠埼、三浦半島 三浦半島南部 2 時間半
海岸地形
（砂丘）
鳥取砂丘、静岡県の
中田島
①湘南海岸
②鎌倉由比ガ浜
2 時間
2 時間
江ノ島駅と鵠沼海岸駅の間
和賀江島と由比ガ浜の間
関東ローム層
の露頭
①江の島
②等々力渓谷
2 時間
2 時間
山二ツの上部
不動の滝付近
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河川争奪 等々力の谷沢川と
九品仏川
2 時間
カルスト地形 秋吉台、平尾台 奥多摩の日原・
五日市・養沢
2 時間半 鍾乳洞
寒冷地形 北海道の宗谷丘陵 NA 北海道、標高 2000m 以上の
山
乾燥地形 サハラ砂漠 NA 日本にはない
　このように、教科書にでてくる主要な地形のほとんどは片道 2 時間程度の範囲に存
在している。もちろん、砂漠のような乾燥地形は日本には存在していないし、寒冷地
形は日本アルプスか北海道に行かないと見られない、サンゴ礁は暖海にしかないとい
う制約がある。日本人のほとんどが住んでいる身近な平野の地形としては、丘陵地、
扇状地、河岸段丘、氾濫原、三角州がある。本学の場合、扇状地、河岸段丘は数 km
以内で観察が可能である。氾濫原（自然堤防、後背湿地）も、もともとは多摩川沖積
低地にあったのだが、都市化で原地形をとどめておらず、観察は困難になった。
　自然地理学を苦手とする、あるいは拒否反応を示す学生が多いが、歴史的素養も十
分とは言えない。あるとき、小試験で「室町時代、弥生時代、江戸時代、鎌倉時代、
縄文時代、奈良時代、平安時代を古い順に並べ直せ」という問題をだしたら、正答率
は半分であった。縄文、弥生、古墳時代、律令時代という古代史の流れも地域の歴史
を知っていれば容易にわかることである。巡検では、自然地理の他、歴史、産業、文
化などの繋がりがわかるようなコースを設定することにした。
5　巡検における分野別学習リスト
　自然地理（地形、気候）、人文地理・歴史、災害について整理したものが下表である。
分野別の学習項目のほか、実習的なものも含めている。実習には、二つの意味がある。
一つは、測定法を学ぶことである。もう一つは、実習などの体験を通して、より深く
記憶することである。例えば、段丘崖では、ただ見たり、バスで通り過ぎてもすぐに
忘れてしまうが、段丘崖の坂を足で登ることで記憶は深まり、比高を測定することで
さらに記憶が強まる。
表２　巡検における学習項目と観察地
自然地理、地形
地形 存在箇所・名称 巡検目的地
源流の峡谷 高尾山 高尾山
滝 琵琶滝、蛇滝 高尾山
扇状地 八王子盆地 初沢
河岸段丘（洪積段丘） 多摩川、相模川 高尾山、玉川上水、野川、等々力渓谷
沖積段丘 多摩川 日野
河川の蛇行 相模川 高尾山
自然堤防 NA
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三日月湖 NA
三角州 NA
河川争奪 谷沢川と九品仏川 等々力・尾山台・自由が丘（九品仏川）
洪積台地 日野台地 日野台地、田園調布
陸繋砂州 江の島 江の島
砂丘 湘南砂丘 片瀬西浜、鵠沼
海食台・波食棚 江の島 江の島
海食洞 江の島 江の島
逆断層 江の島 江の島
活断層による撓曲 立川断層 玉川上水
段丘崖の湧水
日野市黒川公園
国分寺真姿の池
野川
等々力渓谷
気象、植生、水文
山の気象：気温逓減法則 高尾山 高尾山の登山口と、ケーブルカー上部駅、山頂で気温が違うことを観測する
海の気象：海風と陸風 江の島 江の島で朝、昼、夕方で風向が異なり、昼頃に海風が強くなることを体験・観測する
照葉樹林と落葉広葉樹林 高尾山 高尾山の南麓は照葉樹が多く、北麓は落葉広葉樹（イヌブナなど）が多いことを観察
湧水と表流水の水温の比較 日野市内 黒川の湧水の水温は真夏でも年平均気温に近く、一方、用水路の水温は気温に近いことを測定する
人文地理、歴史
縄文遺跡（集落遺構） ①多摩センター
②国分寺
東京都埋蔵物センター
遺跡公園
縄文遺跡（環状列石） 多摩境 田端遺跡
弥生遺跡（集落遺構） 横浜市歴史博物館（歳勝土・大塚遺跡）
古墳 ①野毛大塚古墳
②多摩川公園
等々力渓谷に隣接
亀甲山古墳、蓬莱古墳など多数
横穴古墳 ①三鷹市大沢
②等々力渓谷
野川の国分寺崖線の段丘崖
古代道 東山道武蔵路 国分寺
古代の寺院 ①国分寺
②深大寺
律令時代の国立寺院
渡来人による仏教寺院
古代の山岳宗教 高尾山
古代の開発 まいまいず井戸 羽村駅前の五ノ神（製鉄集落 )
古代の農業 深大寺のソバ栽培 焼畑農業の痕跡
中世の都市 鎌倉
中世の街道 鎌倉街道 国分寺
鎌倉の切通し 鎌倉（大仏切通し、極楽寺切通し）
中世の寺院 龍口寺
鎌倉大仏
戦国時代の開発 日野用水 日野の低位面の水田開発（佐藤家による開発）
江戸の水道 玉川上水 玉川上水
新田開発 ①玉川上水
②六郷用水
玉川上水（砂川）、新田地割、小麦栽培
六郷用水（丸子川）と矢沢川の立体交差、水
田
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江戸期の観光 江の島
高尾山参詣
深大寺参詣
大山講と江の島・鎌倉ツアー
深大寺参詣とソバの賞味
江戸時代街道と宿場 甲州街道 高尾山（小原宿）、日野（日野宿）
江戸時代街道の関所 甲州街道 高尾山（小仏関）
新選組 ①新選組資料館
②日野本陣
③龍源寺
④近藤勇生家跡
日野市
日野市、土方歳三の義兄（佐藤家）
三鷹市、近藤勇の墓所
府中市、道場もある
近世の水車 ①三鷹市大沢
②深大寺
保存水車「しんぐるま」
大正期の都市開発 ①尾山台
②自由が丘
③田園調布
台地上の河川争奪跡の宅地化
台地とそれを刻む解析谷の都市化
最高位面（下末吉面）の都市化
大正・昭和期の建物 江戸・東京たてもの園（小金井市）
大正・昭和期の団地 ① UR 技術研究所
②多摩平団地
関東大震災復興期 ( 同潤会 ) 以降の共同住宅を
保存
高度経済成長期の団地を再開発
第二次世界大戦期 調布飛行場
災害
災害の種類
津波 ①江ノ島駅前
②鵠沼付近
③鎌倉大仏
避難マンション、津波高さの注意標識
旧砂丘と低地の開発
観光地における避難
地震 立川断層、相模トラフ
土石流 高尾の初沢
都市水害 ①尾山台駅前
②高橋裕先生邸
③野川の遊水池
微低地における浸水
①より 100m ほどにあり洪水対策のため雨水貯留
調布飛行場隣接地の遊水池
地盤沈下 自由が丘 九品仏川谷底の泥炭地での地盤沈下
実習
空中写真実体視 河岸段丘 相模川千木良、小原
ハンドレベル 河岸段丘
河岸段丘
河岸段丘
河岸段丘
遊水池の深さ
古墳の高さ
相模川千木良
日野台地
野川（国分寺崖線）
等々力渓谷（国分寺崖線）
三鷹市大沢の野川の遊水池
野毛大塚古墳
階段を使った比高計測 段丘崖
段丘崖
渓谷の深さ
羽村
野川（大沢緑地）
等々力渓谷
歩測 随時
傾斜・勾配 段丘崖の斜面 田園調布
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6　巡検コースの設定
　上述したような項目を効率的に組み入れ、さらに学生が興味を持ちそうな観光資源
を含めてコース設定を行った。当初、巡検は、高尾山、学内、隣接した滝山城址とい
う近隣から開始した。しかし、地理学、とりわけ、自然地理学の基礎知識の不足を解
消するため、典型的な事象を順次、見学する方法に改めた。細井教授ご退任のあと、
ながらく空席となっていた専任者に吉田准教授が着任され、筆者の負担が軽減された
ことも理由の１つである。
表３　巡検の年間スケジュール
時期 目的地 目的 この時期にする理由
4 月 高尾山 地形（山地、段丘）、気候、文化（修
験道）、歴史（宿場、電源・水道開発）
照葉樹と落葉広葉樹林の区別が容
易。
雨天や積雪時は困難なコース。
桜、ツツジ、梅のお花見もできる。
5 ～ 6 月 江の島・
鎌倉
地形（海岸地形、断層）、気候、文
化、歴史、災害（津波）
5 ～ 6 月は干満差が大きく、海岸
地形がわかりやすい。
6 月 玉川上水 地形（段丘、断層）、歴史（上水、
用水、新田開発）
梅雨時でも歩けるコースである。
7 月 日野台地 地形（段丘）、歴史（宿場、新選組）、
都市開発（公団団地、工場団地）
夏は湧水と用水の温度差が著しい。
UR 技研は平日のみの公開で定期試
験後の平日が好都合。
10 ～ 11
月
国分寺・
野川
地形（段丘）、歴史（縄文遺跡、古
街道、国分寺、古墳、新選組）、文
化（仏教伝来）、農業（焼畑とソバ）、
災害（内水氾濫）
ソバの実が見られ、新ソバが賞味
できる。この時期に「しんぐるま」
で水車の稼働デモがある。
12 月 弥生・縄
文遺跡
歴史（縄文時代、弥生時代） 環状列石は冬至の日没方向を示す。
土日は交通渋滞に巻き込まれやす
い。
1 月 等々力渓
谷・自由
が丘、田
園調布
地形（段丘）、歴史（古墳、江戸期
の新田開発）、都市化、災害（内水
氾濫）
冬季だと露頭に草が少なく見やす
い。
雨天、積雪時はコースの一部が通
行不可。
7　巡検とアクティブ・ラーニング
7.1　巡検における学生参加
　最近、アクティブ・ラーニングとよく言われるが、その実践といわれるもののかな
りの部分は、単に宿題をやらせる（自宅学習時間は増える）といった学生にとっては、
受身（パッシブ）なものも多く見られる。
　学生が自発的に興味を持ち、学ぶという本来のアクティブ・ラーニングは巡検で可
能であろうか？　まず、現在、行っている巡検は、参加学生が自分の意志で参加する
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ことにしている（学生は参加によって成績アップ、欠席のリカバーという特典は得ら
れる）。ワークシート末尾の感想欄の記入や学生との会話から判断すると、学期末に
行っている巡検（日野、等々力・自由が丘・田園調布）では、この特典を期待して参
加する学生もいるが、その一方、多くの学生は現場で学べるということに期待してい
る（8. の学生の感想参照）。成績アップを最初の目的として参加した場合も楽しく学
べたという印象をもつケースが多い。
　高校で理科社会の教科が選択になってから、履修せずにきて苦手意識を持つ学生が
多いが（地理を高校で履修してきた学生は 1/3 程度で、地学は数％に過ぎない）現場
で「おもしろい」事実に出会うと興味が湧き、学習意欲が起こる。江の島だと、プレー
トが激突して断層ができているのを眼にすると地震が人ごとでなく思えてくる。さら
に、断層が波で侵食され、江の島が二分されている様子を見ると自然の力に驚く。江
の島は断層によって本土と切り離された島であるというのも新鮮な発見であるよう
だ。大仏殿の礎石が残っているので地震津波で鎌倉が大被害を受けたことが理解でき
る。鎌倉や江の島では地震と津波の危険性が常にあることを、方々に掲示された標高
表示や避難路標識で気づく。また、切通しを実際に歩き、やぐらを見学することで鎌
倉の都市構造が理解でき、歴史への関心も高まる。
　宮本は小学校教育における「野外調査」を準備・主導のパターンで表４のように類
型化している 
1
。
　現在、創価大学で実施している巡検は筆者がコースを決め、説明するというⅠ型（教
師主導型）巡検である。このため、学生は「ただ参加する」というお客様になりがち
である。これは、巡検参加を申し込んでおきながら、当日になってのドタキャンの増
加といった無責任な行動にもつながった。多くの訪問先では事前のアポイントメント
を入れてあるが、人数が著しく異なり、訪問先に迷惑をかけたこともあった。授業に
おける成績・出席救済だけを目的としている学生の場合、学習意欲が低くなりがちで
あるという問題もある。
　このため、学生が巡検においてより主体的に参加する方策が必要であろう。この方
法としては、準備段階から学生を参加させる、現場で学生に説明させる、といった方
法がある。学生に巡検プランを作らせる試みも数回やったが、実現可能なプランがで
きなかったので、現在ではやっていない。まず、「何について学習するのか」というテー
マ設定ができない。巡検では、単にどこかの場所に行くのではなく、何について現地
で学習するのかというテーマが必要である。一回の巡検に多くの要素を入れすぎると
巡検の目的が曖昧になってしまう。遠足や修学旅行では、まず行く地域の設定があり、
　宮本静子 (2012)：「中学校地理におけるフィールドワーク学習の実践－地域を知って地
域の人になる－」、松岡ほか『巡検学習・フィールドワーク学習の理論と実践』(2012)、
古今書院、p134-145.
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そこにおける見学場所が決められるが、巡検の場合は、まずテーマが重要である。学
生に巡検プランを考えさせる授業を試みたことがあるが、表面的なおもしろさにとら
われて、バックボーンになるようなテーマ設定がなかなかできなかったという経験が
ある。さらに、交通機関、徒歩での距離数、トイレ、昼食などへの考慮ができていな
かった。
7.2　ワークシート
　現在、巡検では巡検資料を事前に配布し、説明会を開いている。当日には、現場で
ワークシートを記入させ、数日後に提出させ、成績評価の材料にするとともに、巡検
そのものの自主評価の材料にしている。
学生のワークシートの例
「江の島はどのようにしてできたか小学生にわかるように、ビジュアルに説明しなさ
い」
表４　宮本 (2012) による野外調査の類型
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　学生に新たなモチベーションを起こさせるには、「面白い」事実を見せることが重
要である。「面白い」というのは科学的に、あるいは歴史学的に重要な新事実という
ことではなく、学生が直感的に理解できる「意外な事実」である。このような「面白さ」
はそう多く転がっているわけでないので、それを掘り起こす努力をしないといけない
（偶然であるが、NHK の「ブラタモリ」で巡検の翌週に鎌倉の津波を取り上げていた）。
　高級住宅地の「自由が丘」や「尾山台」は実は低地で水害がしばしば起こり、看板
に偽りありだが、田園調布の大部分は下末吉台地上にあり、安全であるといったこと
も意外な事実である。
　学生に面白いと感じさせるには、観光的要素も必要である。江の島の巡検では実際
に地引網を引っ張るという経験をし、さらに昼食で「生しらす丼」を食したことで（し
らすは地引網にも入っていた）伝統的沿岸漁業について学ぶと同時に強烈な印象を
もったようだ。
7.3　より学生の参加度が高い巡検とは
　現在の巡検の問題点は、えてして学生が受身になることである。特に、貸切バスを
使って、主要な観察ポイントだけを回る「社会科見学」だと、大半の学生は車中で眠っ
（作成者：教育学部学生 松本美幸）
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ており、現地でも説明を聞き流すだけになりがちである。公共交通機関と徒歩で行っ
ている理由のひとつはここにある。しかし、やはり、受身の学生もおり、より学生が
自主的に学ぶ体制を作るのが重要である。
　京都大学の水野先生は、ドイツでの巡検の例として、上級生が下級生に説明する、
というのをあげていた。東大の巡検では M2 の学生に説明させることをしばしば行っ
ていた。
　学生の感想にもあるように、測量などの実習を多く取り入れることも巡検の方向性
の一つである。現在は、気温測定、水温測定、ハンドレベル測量程度だが、スマ－トフォ
ンの機能を使うことで、さらに現代的な実習ができる可能性がある（例えば、古地図
の上でナビゲーションができるアプリを使ってタイムスリップする）。しかし、巡検
に必要な機材を揃えることが費用的なハードルとなる。巡検開始当初は個人的に持っ
ていた機材を使っていたが、学生が不注意に壊したりすることも多く、負担となった。
その後、ハンドレベル、温度計、高度計、風速計、GPS などの基礎的な計測器は大
学の備品をつかえるようになったが、検土杖、測距機、流速計などはない。
　実習では最近は 3 年生が 2 年生にハンドレベルの使い方を教えるといった光景がみ
られるようになり、学生が学生を教えるという形に近づいてきたのは成果である。
7.4　グローバル化と巡検
　巡検の利用法の一つに留学生の参加がある。現在の巡検は教員免許取得希望者が主
対象であるので、留学生の参加は少ない。しかし、巡検では、八王子最大の観光地で
ある高尾山、江の島・鎌倉のような歴史遺産、玉川上水などの日本の発展に寄与して
きた土木・農業遺産などを見学しており、日本を学習・理解する上で役立つと思われる。
芥川賞を受賞した、楊逸さんは、お茶の水女子大に留学して、新聞記者を経て作家に
なられたが、「地理学科の実習の一つである『巡検』の体験によって、日本という国、
それも東京ではない別の場所の存在を実感として知ることができ、現在、小説を書く
際にも無意識のうちに影響を与えられている」と語っている  
2
。筆者もアメリカ、オー
ストラリア、中国などで巡検に参加した経験があるが、観光では見られない地域の裏
側を知ることができる貴重な体験をした。
8　参加学生の感想
　「巡検では、本当にありがとうございました。普段あまり歩いたりしない私ですが、
参加できてよかったです。今回の巡検に参加でき、地引網を知りまた実際に体験する
ことができたことが印象的でした。今では機械で、ある程度まで引っ張る作業を行っ
　お茶の水女子大学学報 219号 (2009年 3月 23日 )「キャンパス点描　楊逸氏公開講演会」
－ 156 －
創価大学教育学部における地理学巡検の試み
ていましたが、昔はこれをすべて人間の手でやっているということを想像するだけで
すごいなと感じます。私たちが目にした地引網も日本の伝統的な漁をたくさんの人に
知ってもらうために観光漁を行っているということが分かりました。
　また社会科が苦手な私にとって友達と参加し、新しい発見をすることができてとて
も学習意欲が高まる巡検となりました。日ごろから風景を見ることが好きな私ですが、
海・山・島などとても開放感にあふれる１日となりました。たくさん歩いて断層や歴
史的な場所に足を運ぶことができ、なかなか自分では行けない・できないことをする
ことができました。自分の苦手分野であっても、興味をもって自分から進んで調べた
り、足を運んでみたりしていきたいと思いました。本当にありがとうございました。」
　「私は今回の巡検で、切り通しはどのように整備されていて、どのようにやぐらが
安置されているのかということや、どのように切り通しに石が埋め込まれているのか
をぜひ身をもって体験したいと思っていたのでそれらに関して興味がありました。そ
して実際に通ってみて多少は整備されて形が変わったとはいえ、鎌倉時代の武士たち
が通った重要な道を自分が通ったことで、より歴史を身近なものに感じることができ
ました。そして今回の巡検は地理的分野も歴史的分野も並行して体験的な学習ができ
たので大変有意義な勉強ができました。」
　「江の島では生まれて初めて砂丘や海蝕洞を見たため、講義で学んだものと照らし
合わせながら体感することができてとても面白かった。また、江の島の展望台から見
た江の島全体の様子や、陸繋島の全貌が学べたのは、とても興味深かったように思う。
　鎌倉では、実際に使われていた切通しを通り、昔の様子を想像するのはとても楽し
かった。特に、歴史が苦手な筆者にとって、歴史を体感できるのは分かりやすかった
し、現実味があって学びやすかった。」
　「今回の巡検で特に印象に残ったことは、ハンドレベルで高低差を測ったことと、
田園調布の街並みをみて肌で田園都市を感じることが出来たことである。自分たちで
高さを測ることが出来るのだと新たな発見であった。また、田園調布では見たことの
ない豪邸をみなで歩いて見れたことが面白かった。」
　「あんなに運動したのが、久々だったのでとてもいい機会になりました。楽しく学
ぶことが出来たし、他学年とも交流することができたので、とてもよかったです。自
分自身、歴史が苦手だったのでなかなかわからないこともあったけど、この登山を通
して、学ぶこともたくさんありました。やはり、机の上の授業だけでなく、実際に体
験していくことで学ぶことも大切だなと感じることが出来ました。また、ぜひ行きた
いです。ありがとうございました。」
　「S を取りたいから参加してみたが想像していたより楽しく今後の巡検にも参加し
ようと思った。中学、高校の地理で学んだもの実際に見ることができ、地理を身近に
感じることができた。久しぶりに自然と触れ合うことができ、興奮した。」
　「今まで言葉でしか知らなかった地形を現実に観察したことによって今後、子ども
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たちに自信を持って教えることができる」（教職大学院学生＝現職教員）
　「大学にはいってから八王子から出ることがなかったが、自由が丘・田園調布にデ
ビューできて嬉しい。今後は自分だけ、あるいは友達と都内各所にいける気がする。」
9　課題
　上述のように現在は、前期４回、後期３回とほぼ毎月、1 日巡検を行っている。学
生の中には、殆ど全部の巡検に参加する「常連」もいるが、学期末に成績や出席の自
己救済のためだけに参加する学生もおり、巡検参加のモチベーションはさまざまであ
る。
　常連組の中には、2 年次と 3 年次、4 年次、さらに大学院で同じ場所の巡検に参加
するものが少なくない。最初は何を見たらよいかわからなかったが、複数回参加する
とだんだんわかってくる、という感想があった。河岸段丘など近場に多くある地形に
ついては、各回の巡検で観察するようにしているが、海岸地形などは、1 年に 1 回の
機会しかないので、複数回、同一の巡検に参加を希望する学生がでてくる。これを考
慮して、毎年、少しずつ巡検の細部の変更を行っている。
　2009 年は高尾山と滝山城址のみであったが、最近はほぼ毎月になってきて、準備
も大変になってきた。この軽減も課題である。巡検の場合、毎年、現地の様子がかわ
るので、印刷した本にしにくい。巡検ガイドはいくつか出版されているが、数年経つ
と使い物にならない。毎年、下見から始まる準備が必要となる。
　最近は農村部だけでなく、郊外でもバス路線の縮小が著しい。新田集落と井戸で知
られる埼玉県の堀兼はバスが一日一便になってしまった。バス路線の廃止に伴い小型
バスを使ったコミュニティーバス路線が増えているが、25 人乗りのマイクロバスが
多く、学生を乗せきれない。貸切バスの使用の方が便利な場合も多いが、費用の点と
学生がすぐに寝てしまうという問題がある。
　巡検のテーマもかなりの部分をカバーしてきたが、「火山」、」「城下町」、「扇状地」、「三
角州」などカバーしきれていない重要なテーマがいくつかある。火山は箱根がもっと
も近いが、現在は一部が立ち入り禁止であるし、交通費が高い。近世城下町は東京近
郊には少なく、比較的規模が大きなものは、埼玉県の川越、行田、岩槻、山梨県の甲
府のみである。八王子盆地も複合扇状地なのだが、扇状地らしい景観は失われており、
甲府盆地までいかないと見られない。三角州は東京低地の江東デルタまで行き、水上
バスなどで川側からみないとわかりにくい。
　学生の交通費等の負担も大きい。交通費はなるべく 1000 円以内に収めるように努
力しているが、拝観料などを含めると 3000 円をこす事もある。国立大学の多くでは、
巡検のバス借り上げ代が予算化されており、学生の負担は軽減されている。近年、バ
ス路線の廃止や、小型バス化が進んでおり、公共バスを使うことが難しくなってきた。
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埼玉県の三富新田と堀兼の井戸は、埼玉県南部の小学校では定番の社会科見学コース
であるが、バス路線が廃止されてしまい、巡検では貸切バスを使わざるを得なくなっ
た。
　おなじコースで毎年、巡検を行ってきても、変化があり、同じ観察結果が得られる
わけではない。特に地層の露頭は、工事やその他の原因で誕生したり、消滅すること
が多い。例えば、江の島がもともと本土と地続きであったことを証明する龍口寺礫層
の露頭は、本土側の龍口寺境内のものは見にくくなり、島側は立ち入り禁止となり、
現在では両側とも観察することが困難である。玉川上水の失敗した掘削あとである「水
喰土」も数年前まで失敗の原因であった礫層の状態を見ることができとのだが、公園
のゴミが捨てられたのと雑草の繁茂で見えなくなった。鵠沼の内陸の砂丘も宅地化が
進み、砂丘であったことさえわかりにくくなってきている。カルスト地形では、五日
市の養沢鍾乳洞が巡検の準備中に経営不振で営業中止になってしまった。深大寺付近
の野川では、崖の造成工事で縄文遺跡が消滅したが、逆に工事中は関東ローム層のき
れいな露頭が一時的に見られた。東日本大震災以降、急崖の崩壊対策として、段丘崖
斜面のコンクリート被覆が行われ、観察に適する露頭はかなり減少している。学生が
自発的に巡検を計画するという機運がでてきており、よりアクティブ・ラーニングに
近づきつつある。
10　おわりに
　2009 年の高尾山登山から始めた巡検も 2011 年の中断（東北大震災のため）があっ
たが、2012 年からは吉田先生が加わったことで回数も増加し。年間のべ 150 名程度
の参加を見るようになった。
　しかし、巡検は制度化されておらず、ボランティア的に実施しているという面があ
り、時間・費用とも負担が大きくなってきている。
　最後に、巡検に協力くださっている羽村市、日野市、国分寺市、三鷹市、町田市、
横浜市、大田区の教育委員会、文化財課、博物館などに厚く感謝したい。さらに、東
京都埋蔵文化財センター、環境庁高尾山ビジターセンター、UR 技術研究所にもお世
話になった。
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Field Excursion in Geography Classes
Sachio KUBO
Abstract
　In Soka University, one-day field excursion trips are organized as practical learning, 
for students who aim to obtain teachers’ certificates in geography and history. According 
to the of ficial school curriculums of geography, major landforms must be taught, 
however, most college students do not know basic geomorphology.  As the university is 
located on the western rim of Kanto Plain, most of alluvial landforms can be observed 
within two hour distance.  Also historical monuments from the Neolithic Jomon Era. 
Seven trips are organized in a school year, mostly on weekends.  Although attendance 
to the trips are voluntary, students can earn some bonus points when they submit 
worksheets.  Destinations are Takao-san, Enoshima(marine landforms and active faults), 
Kamakura(medieval city and Tsunami disaster), Tamagawa-Josui (water supply canal 
built in Edo Era), Hino Terrace, Kokubunji area, Nogawa River (along terrace scarp), 
Jindaiji (oldest buddhist temple in Tama region founded by Korean immigrants), Jomon 
and Yayoi settlement ruins in Tama region, Todoroki-Valley (outcrop of sediments and 
river piracy), famous Jiyugaoka -Denenchofu residential development area of 1920s.
Keywords: practical teaching, excursion, field trip, landform, historical geography, 
teachers’ certificate
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